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【教育目標】 総合目標 知性を磨き、心を見つめ、チャレンジする生徒

◎自主性、創造性のある生徒（知育）

◎情操豊かな生徒 （徳育）

◎健康でたくましい生徒 （体育）

【伊良波中「アイ☆プロジェクト」始動】
～一人一人が大切にされ、居心地が良く、個性や能力を発揮できる伊中に！～

すべての伊中生にとって、伊良波中学校が安心して安全に過ごせる学校であるよう
に。そして、授業、学級・学年活動、生徒会活動、学校行事、部活動などに協力して
取り組み、一人一人の個性や能力を発揮できる「魅力ある学校」を実現するために、
今年度、新たに伊良波中「アイ☆プロジェクト」を提案します。

アルファベットの I（アイ）から始まる「ＩＲＡＨＡ」中学校なので、「アイ」にこ
だわって４つの取り組みを考えました。

①「あいさつ」、②「出会い」、③「○○合い」（協同）、④「愛」（思いやり）の４つ
の「アイ」を意識して学校生活に取り組むことで、居心地が良く、お互いの絆を大切
にして色々なことにチャレンジできる伊良波中学校をつくっていきましょう！

※ 学校は、生徒の皆さんが主役です。生徒会を中心に、生徒の手で、誰にでも自慢
できる、魅力ある伊良波中学校づくりに取り組んでほしいです。
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【１年総合学習】 復帰５０年･･･５．１５から考える沖縄
～１９７２年５月１５日前後の沖縄の人々の生活の様子を写真から読み取る！～
５月１１日（水）の５校時、１学年の総合的な学習の時間に、「５．１５から考える沖縄」と題して、沖縄の

本土復帰前後の人々の生活について考え、地域の歴史について理解を深める授業がありました。

沖縄は、１９４５（昭和２０）年の敗戦（沖縄戦の終結）以降、米軍によって統治され、１９５２年４月２８

日のサンフランシスコ講和条約の発効により日本本土が独立を果たした後も、奄美群島や小笠原諸

島などと共に米軍統治下に置かれました。１９７２（昭和４７）年５月１５日は、沖縄が戦後２７年間の米

軍統治から解放され日本に復帰した日です。

「復帰」から５０年の節目に当たる今年、本校では、１・２学年の総合的な学習の時間や３学年の社会

の授業で、「４．２８」や「５．１５」と関連させて沖縄の過去・現在・未来と平和について考える授業を実

施してきました。

今回の１学年の授業では、１９７２年５月１５日の「復帰」前後の出来事を取り上げた８枚の写真をグ

ループに提示し、各グループで写真から読み取れることを話し合い、写真にタイトルをつける「フォトラ

ンゲージ」の手法で当時の沖縄の社会や人々の生活の様子について考えました。（内山直美教頭が１

年４組の対面の授業を行い、他のクラスは電子黒板を利用したリモート授業で実施しました。）

①軍票Ｂ円からドルへの交換 ②沖縄から甲子園初出場の首里高校 ③傘を差して授業を受ける中学生

④コザ事件で焼討ちされた米軍車両 ⑤車は右車線（５８号線） ⑥ドルと円の換算表を見る主婦

⑦ドルから円への交換で忙しい銀行 ⑧車は右から左へ

【授業の様子】


